
県･青森労働局・県経営者協会へ労働環境の改善に向け、指導・監督の強化を要請
『不当労働行為』の再発防止をめざす

　連合青森は、県内企業における労働環境の改善
に向け、指導・監督の強化を求め、青森労働局、
青森県、青森県経営者協会の３者に要請を行っ
た。
　この要請は、一社）青森県浄化槽検査センター
理事長が連合青森加盟の組合員に対し、賞与不支
給や降格処分、組合活動を理由に退職を迫った
り、組合へ相談することを委縮させる言動を発し
たなどとして、青森県労働委員会が労組への支配
介入にあたる不当労働行為と認定し、「今後繰り

返さない」とする文書を職員に手渡すよう、７月
26日付で救済命令を発出した。県労働委員会が救
済命令を発出するのは21年ぶりと、事の重大さを
認識させるこの事態を受け、連合青森はこのよう
に表面化する事象は氷山の一角に過ぎないとして
各関係機関に要請することとなった。
　要請内容は①労働組合法７条に規定される不当
労働行為の根絶に向け事業主への法遵守呼びか
け、②ハラスメント根絶への指導強化、など４項
目。

　８月４日（水）、雇用環境・
均等室辺田幸子室長は「パワ
ハラ防止法について中小企業
も来年４月から義務化される
ため、今回の背景事案も入れ

込みながら説明会を開催し、周知強化に努め
る」と回答した。

青 森 労 働 局

　８月６日（金）、商工労働
部労政・能力開発課山口郁彦
課長は「労働関係法規違反に
ついては労働者と企業、両者
にとってデメリットしかな

く、労働環境改善を図ることが、経済発展と労
働者の地位向上につながると認識する。県とし
て安心して働くことができるよう関係機関と連
携し強化を図っていく」と回答した。

青 　 森 　 県

　８月10日（火）、七尾嘉信
会長は「労使信頼関係を築き
上げている中でこのような事
象が起きた現実にがっかりし
ている。本県の経済活性化の

ために雇用の維持は安定的に行っていかなけれ
ばならず、労働環境の改善・整備は非常に重要
と考える。加盟企業に対し、法令順守・雇用環
境整備に努めるよう、周知徹底を図っていく」
と回答した。
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基幹産業である漁業に触れ、自然の大切さを学ぶ
� 教育・文化活動「連合青森地引網体験＆清掃活動」を開催

　連合青森は教育・文化活動の一環としてこれま
で「囲碁将棋大会」や「カラオケ大会」、「カーリ
ング大会」を開催してきた。今年は昨年に引き続
き、老若男女を問わず組合員家族皆で楽しみなが
ら青森県の基幹産業である漁業について理解を深
めてもらい、また豊かな自然を守り続けること
の大切さを再認識することを趣旨に、７月31日

（土）、好天の中、平内町「もうらだいすき海岸」
で「連合青森地引網体験＆清掃活動」を開催し、
組合員とその家族、総勢58名が参加し、自然の大
切さを学んだ。
　地引網体験前段に行われた清掃活動では、海岸
沿いの岩場などに捨てられたプラスチックごみ
や、打ち上げられた漂流物を皆、汗だくになりな
がら拾った。
　続いて行われた地引網体験では皆で「よいしょ、
よいしょ」と大きな掛け声をかけ、網を引き上げ
た。サバ、アジ、イワシなどがどっさり入った網
から、ぴちぴちと飛び跳ねる魚を捕まえるのに
子供たちは夢中になっていた。「この魚なに！」

「キャーつかめない」「これ食べれる？」など、歓
声が上がった。
　その後の昼食はバーベキューを囲み、平内町漁
協提供の新鮮なホタテなどを頬張り盛り上がっ
た。
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悲惨な歴史を語り継ぎ、戦争を繰り返さないことを誓う
� 戦後76年 「平和学習ツアー」

　連合青森は1989年の結成以来、悲惨を極めた青
森空襲を永遠に記憶し、「二度と再び戦争を繰り
返さない」と誓い、未来へつなぐことを目的とし

「７．28平和の集い」を継続開催してきた。しかし
新型コロナウイルス感染症の拡大を鑑み、昨年か
ら「７．28平和の集い」は中止とし、青森空襲の
歴史を継承する施設等を巡るツアーを開催し、今
年は８月７日（土）、役員等16名が参加し行われ
た。
　このバスツアーは青森空襲で焼け残った建物や
遺構、慰霊碑などを巡り、「青森空襲を記録する
会」の今村修会長がその悲惨な歴史を説明する形
で進められた。
　今村会長は「76年前の惨劇を二度と起こしては
いけない。その意思を引き継ぐことが今を生きる
人たちの務めだ」と語った。

　連合では毎月５日を『連合の日』
と設定し、組織活動の活性化をは

かり運動の輪・信頼の輪を広げるべく各種取り
組みを行うこととしている。
　連合青森も『連合の日』について５日を中心に
街頭行動を主として取り組み、連合青森として
抱える課題の共有化、各産別・産業にある現状
課題を県民に対し、広く訴えていくこととした。
　７月の取り組みは、『ＳＤＧｓ「児童労働撲
滅」』『政治課題』等。世界中のすべての子ども
たちに平等に幸福が訪れるよう「児童労働に
NO !」を示そうと意識啓発を図り、また政治状
況については夢をもって生活できる青森県にす
るため生活者の声が政治に反映されるよう、衆
議院選挙は投票へ行こうと呼びかける街宣行動
となった。

連合青森ホームページ
http://aomori.jtuc-rengo.jp/
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第49回衆議院議員選挙
連合青森推薦候補予定者
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2021年８月行動予定　８月10日現在

〇８月10日㈫14時　県商工会議所会館
　�「県経営者協会へ労働環境改善に関する要請」
〇８月20日㈮18時30分　県労働福祉会館
　「第４回女性委員会幹事会」
〇８月26日㈭18時30分　オンライン
　「第６回青年委員会幹事会」
〇８月28日㈯13時30分　県労働福祉会館
　「連合青森政治学習会」
〇８月30日㈪14時　県労働福祉会館
　「第７回副事務局長会議」
〇８月31日㈫11時　県庁知事室
　「2021青森県への政策要請」

2021年９月行動予定

〇９月６日㈪11時　さくら野青森店前
　「連合（05）の日街頭行動」
〇９月７日㈫14時　県労働福祉会館
　「第５回役員選考委員会」
〇９月８日㈬13時30分　県労働福祉会館
　「第18回三役会議」
〇９月８日㈬上記終了後　県労働福祉会館
　「第６回戦術会議」
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